
デ
ー
オ

バ
ン

ド
派
と
タ
ー
リ
バ
ー
ン

ー
1
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
デ
ー
オ
バ
ン
ド
派
の
流
れ
ー

宮
　
原
　
辰
　
夫

一
　
は
じ
め
に

　
二
〇

〇
一
年
九
月
十
一
日
の
世
界
を
揺
る
が
せ
た
米
同
時
多
発
テ
ロ
か
ら
一
年
余
り
が
過
ぎ
た
。
米
の
空
軍
と
地
上
部
隊
に
よ
る
タ

ー
リ
バ
ー
ン
と
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
へ
の
激
し
い
報
復
攻
撃
は
タ
ー
リ
バ
ー
ン
政
権
の
早
期
崩
壊
と
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
の
掃
討
と
い
う
形

で
一
定
の
成
功
を
収
め
た
が
、
タ
ー
リ
バ
ー
ン
の
最
高
指
導
者
で
あ
る
ム
ハ
ン
マ
ド
・
オ
マ
ル
師
や
テ
ロ
の
首
謀
者
と
見
ら
れ
る
オ
サ

マ
・

ビ
ン
・
ラ
ー
デ
イ
ン
の
行
方
は
依
然
と
し
て
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
現
在
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
カ
ル
ザ
イ
政
権
が
誕
生
し
て

か

ら
一
年
目
を
迎
え
、
急
ピ
ッ
チ
で
復
興
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
間
、
イ
ラ
ン
や
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
難
民
が
帰
還
し
、
タ
ー
リ
バ

ー
ン
政
権
下
で
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
音
楽
や
映
画
が
解
禁
さ
れ
、
女
子
教
育
が
再
開
さ
れ
る
な
ど
、
国
民
生
活
は
大
き
く
変
化
し
た
。

し
か
し
、
国
内
治
安
は
依
然
と
し
て
不
安
定
で
あ
り
、
今
も
混
沌
と
し
た
政
治
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　
米
同
時
多
発
テ
ロ
以
後
、
世
界
中
の
注
目
を
集
め
た
の
は
イ
ス
ラ
ー
ム
原
理
主
義
を
掲
げ
る
タ
ー
リ
バ
ー
ン
と
い
う
組
織
で
あ
っ
た
。

タ
ー
リ
バ
ー
ン
と
は
、
神
学
生
を
指
す
ベ
ル
シ
ア
語
「
タ
ー
リ
ブ
」
の
複
数
形
で
あ
る
が
、
そ
の
発
端
は
パ
キ
ス
タ
ン
の
デ
ー
オ
バ
ン

ド
系
の
神
学
校
で
学
ん
だ
若
い
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
難
民
を
中
心
に
組
織
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
こ
の
タ
ー
リ
バ
ー
ン
に
関
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心

を
寄
せ
る
の
は
、
タ
ー
リ
バ
ー
ン
の
中
核
メ
ン
バ
ー
の
宗
教
的
背
景
に
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
派
の
影
響
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
た
と

い

う
事
実
か
ら
で
あ
る
。
デ
ー
オ
バ
ン
ド
派
は
、
十
九
世
紀
後
半
、
北
イ
ン
ド
の
連
合
州
（
現
在
の
ウ
ッ
タ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
）

の
小

さ
い
な
町
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
に
設
立
し
た
神
学
校
に
始
ま
る
。
な
ぜ
北
イ
ン
ド
で
生
ま
れ
た
デ
ー
オ
バ
ン
ド
派
が
、
時
を
経
て
ア

フ

ガ
ニ
ス

タ
ン
の
タ
ー
リ
バ
ー
ン
に
強
い
影
響
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
し
た
が
っ
て
本
稿
の
目
的
は
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
派
と
タ
ー
リ
バ
ー
ン
と
の
関
係
を
具
体
的
か
つ
詳
細
に
論
じ
る
こ
と
で
は
な
く
、
「
な

ぜ
デ

ー
オ
バ
ン
ド
派
が
タ
ー
リ
バ
ー
ン
に
強
い
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
か
」
を
デ
ー
オ
バ
ン
ド
派
の
起
源
に
遡
っ
て
歴
史
的

に

考

察
す
る
こ
と
に
あ
る
。
ま
ず
最
初
に
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
学
派
の
発
祥
の
地
で
あ
る
デ
ー
オ
バ
ン
ド
院
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。

次
に
、
パ
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
デ
ー
オ
バ
ン
ド
系
神
学
院
と
そ
の
宗
教
政
党
で
あ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
・
ウ
ラ
マ
ー
協
会
（
J
U
I
）
に
つ

い
て

考
察
す
る
。
こ
う
し
た
一
連
の
歴
史
的
考
察
か
ら
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
派
の
タ
ー
リ
バ
ー
ン
へ
の
影
響
あ
る
い
は
タ
ー
リ
バ
ー
ン
と

の
相
違
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
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ニ
　

イ
ン
ド
に
お
け
る
デ
ー
オ
バ
ン
ド
派
の
成
立

ー
　
デ
ー
オ
バ
ン
ド
学
院
の
成
立

　
デ

ー
バ
ン
ド
派
は
、
一
八
⊥
ハ
七
年
、
マ
ウ
ラ
ー
ナ
ー
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
カ
ー
ス
ィ
ム
・
ナ
ナ
ウ
タ
ヴ
ィ
ー
（
ζ
p
巳
o
o
o

ζ
⊆
ず
o
ヨ
日
o
（
一
ρ
∩
。
。
一
日
Z
p
コ
巴
o
急
」
o
。
ω
ω
－
ベ
『
）
と
マ
ウ
ラ
ー
ナ
ー
・
ラ
シ
ー
ド
・
ア
フ
マ
ド
・
ガ
ン
ゴ
ー
ヒ
ー
（
ζ
o
巳
o
コ
o

知
o
。
。
冨
△
〉
σ
日
o
匹
O
p
o
σ
q
o
－
冨
∨
一
〇
◎
N
⑩
－
一
q
⊃
O
切
）
等
に
よ
っ
て
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
に
設
立
さ
れ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
学
院
、
す
な
わ
ち
「
デ
ー

オ
バ
ン
ド
学
院
」
（
ダ
ー
ル
ル
・
ウ
ル
ー
ム
O
訓
2
一
〒
・
⊂
日
∋
b
Φ
o
σ
p
コ
仔
「
学
問
の
家
」
の
意
）
を
中
心
に
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
、
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ワ

ナ
フ
ィ
ー
学
派
の
教
義
に
従
う
ス
ン
ナ
派
ウ
ラ
マ
ー
の
イ
ス
ラ
ー
ム
改
革
運
動
を
指
向
す
る
も
の
で
あ
る
。



デーオパンド派とターリバーン（宮原）

　
イ
ギ
リ
ス
支
配
に
反
抗
し
て
一
八
五
七
年
に
勃
発
し
た
イ
ン
ド
大
反
乱
後
、
イ
ン
ド
・
ム
ス
リ
ム
は
失
っ
た
ム
ス
リ
ム
の
権
威
と
地

位

を
い
か
な
る
方
法
で
獲
得
す
る
か
を
め
ぐ
っ
て
、
二
つ
の
代
表
的
な
宗
教
・
社
会
改
革
運
動
が
起
こ
っ
た
。
一
つ
は
、
「
近
代
主
義
」

と
「
親
英
的
」
立
場
を
明
確
に
志
向
し
た
、
サ
イ
ヤ
ド
・
ア
フ
マ
ド
・
ハ
ー
ン
（
ω
①
迄
己
〉
汀
日
①
△
×
ゴ
①
ロ
一
c
◎
一
『
－
q
。
c
◎
）
が
指
導
す
る

ア

リ
ー
ガ
ル
運
動
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
「
復
古
主
義
」
と
「
反
英
的
」
立
場
を
志
向
し
た
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
学
院
を
中
心
と
し
た
運

動
で

あ
る
。
こ
の
二
つ
の
運
動
は
、
「
現
実
世
界
」
（
イ
ギ
リ
ス
の
支
配
体
制
）
に
「
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
」
を
合
わ
せ
て
い
く
の
か
、
そ

れ

と
も
「
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
」
に
「
現
実
世
界
」
を
合
わ
せ
て
い
く
の
か
、
そ
の
視
点
の
置
き
方
に
よ
っ
て
異
な
る
方
向
を
示
し
て
い

　
　
　
　
ハ
　
シ

る
と
言
え
る
。

　
デ

ー
オ
バ
ン
ド
学
院
が
い
か
に
「
反
英
的
」
立
場
を
採
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
設
立
当
初
か
ら
表
立
っ
て
そ
れ
を
表
明
し
行
動
に
移

す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
イ
ン
ド
大
反
乱
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
軍
の
圧
倒
的
勝
利
に
よ
っ
て
、
そ
の
反
乱
に
関
わ
っ
た

人

々
、
と
り
わ
け
ム
ス
リ
ム
に
対
し
て
厳
し
い
処
罰
が
下
さ
れ
た
た
め
に
、
多
く
の
ウ
ラ
マ
ー
は
、
自
分
た
ち
の
思
想
の
中
か
ら
政
治

的
争
点
を
排
除
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
抵
抗
し
た
り
戦
っ
た
り
す
る
攻
撃
的
な
態
度
を
取
る
の
を
意
識
的
に
避
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
イ
ン
ド
・
イ
ス
ラ
ー
ム
の
中
心
と
し
て
繁
栄
を
誇
っ
て
い
た
デ
リ
ー
は
、
こ
の
反
乱
に
よ
っ
て
大
き
な
打
撃
を

受

け
た
。
ム
ガ
ル
帝
国
最
後
の
皇
帝
、
バ
ハ
ー
ド
ゥ
ル
・
シ
ャ
ー
二
世
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
か
ら
の
年
金
受
給
生
活
者
で
あ
り
、
も
は

や
事
実
上
皇

帝
と
し
て
の
権
限
は
何
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
反
乱
軍
側
か
ら
皇
帝
に
ま
つ
り
あ
げ
ら
れ
、
復
権
宣
言
を

行
っ
た
た
め
に
、
イ
ギ
リ
ス
軍
に
捕
ら
え
ら
れ
皇
帝
位
を
剥
奪
さ
れ
た
上
に
、
ビ
ル
マ
（
現
在
の
ミ
ヤ
ン
マ
ー
）
の
ヤ
ン
ゴ
ン
に
流
刑

に

処

さ
れ
た
。
ジ
ャ
ー
メ
・
マ
ス
ジ
ッ
ド
は
五
年
間
も
の
間
イ
ギ
リ
ス
の
管
理
下
に
置
か
れ
、
他
の
モ
ス
ク
も
ま
た
破
壊
さ
れ
た
り
し

て

大

な
り
小
な
り
の
損
害
を
蒙
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
町
の
人
口
を
急
激
に
減
少
さ
せ
、
多
く
の
ウ
ラ
マ
ー
が
デ
リ
ー
を
見

捨
て

て
、
イ
ギ
リ
ス
の
影
響
の
少
な
く
、
自
分
た
ち
の
ル
ー
ツ
と
考
え
る
上
ド
ア
ー
ブ
の
カ
ス
バ
（
ム
ス
リ
ム
の
一
族
に
よ
っ
て
支
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ヨ
　

さ
れ
た
町
）
へ
と
移
動
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
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デ

ー
オ
バ
ン
ド
学
院
を
創
設
し
た
ウ
ラ
マ
ー
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
宗
教
的
役
割
を
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
を
遵
守
し
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム

（精
神
的
な
宗
教
活
動
）
へ
傾
倒
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
失
っ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
の
権
威
を
堅
持
す
る
こ
と

に

あ
る
と
考
え
て
い
た
。
イ
ン
ド
大
反
乱
後
、
こ
れ
ま
で
マ
ド
ラ
サ
（
ウ
ラ
マ
ー
養
成
の
高
等
教
育
機
関
）
の
財
源
と
な
っ
て
い
た
ワ

ク
フ
（
寄
進
財
）
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
よ
っ
て
没
収
さ
れ
、
ム
ス
リ
ム
に
対
し
て
厳
し
い
監
視
の
目
と
政
策
が
採
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
ウ
ラ
マ
ー
は
ジ
ハ
ー
ド
（
聖
戦
）
に
よ
っ
て
イ
ス
ラ
ー
ム
の
主
権
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
「
政
治
的
闘
争
」
か
ら
、
地
域
の
ム
ス

リ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
統
合
す
る
と
い
う
社
会
的
役
割
を
重
視
す
る
方
向
へ
と
転
換
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ウ
ラ

マ

ー
の
関
心
は
、
イ
ン
ド
大
反
乱
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
社
会
的
影
響
力
を
取
り
戻
し
、
ム
ス
リ
ム
の
宗
教
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ウ
ラ
マ
ー
を
養
成
す
る
新
し
い
教
育
施
設
（
マ
ド
ラ
サ
）
の
設
立
へ
と
向
け
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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2
　
デ
ー
オ
バ
ン
ド
学
院
の
特
色

　
デ

ー
オ
バ
ン
ド
学
院
が
設
立
さ
れ
る
以
前
、
イ
ン
ド
の
伝
統
的
な
マ
ド
ラ
サ
は
大
き
な
モ
ス
ク
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
り
、
モ
ス
ク
に

付

属
し
た
施
設
で
あ
っ
た
り
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
マ
ド
ラ
サ
は
ウ
ラ
マ
ー
の
家
族
や
親
族
に
よ
っ
て
管
理
・
運
営
さ
れ
て
お

り
、
授
業
に
は
主
に
ウ
ラ
マ
ー
の
自
宅
や
モ
ス
ク
の
礼
拝
場
な
ど
が
利
用
さ
れ
、
一
時
的
な
「
サ
ロ
ン
風
教
育
」
が
ウ
ラ
マ
ー
の
個
人

教
授
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
マ
ド
ラ
サ
で
は
年
齢
制
限
も
、
学
ぶ
上
で
の
年
限
や
期
間
も
設
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、

し
か
も
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
時
間
割
、
ク
ラ
ス
制
な
ど
も
固
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
神
の
学
問
を
志
す
者
に
は
誰
で
も
、

い

つ
で

も
マ
ド
ラ
サ
は
開
放
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
が
広
く
行
き
渡
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
出
欠
は
本

人
の

自
由
意
志
に
任
さ
れ
、
神
学
生
の
求
め
る
教
科
課
程
も
な
け
れ
ば
、
む
ろ
ん
試
験
も
実
施
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
マ
ド

ラ
サ
の
財
源
は
、
主
に
地
方
の
藩
王
や
大
地
主
と
い
っ
た
権
力
者
な
ど
か
ら
浄
財
の
寄
付
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。

　
一
八
六
七
年
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
学
院
は
チ
ャ
ッ
タ
ー
・
モ
ス
ク
の
中
に
建
て
ら
れ
た
が
、
従
来
の
イ
ン
ド
に
あ
る
マ
ド
ラ
サ
と
は
根



本
的
に
異
な
っ
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
学
院
は
創
設
当
初
か
ら
、
地
方
の
単
な
る
モ
ス
ク
に
付
属
し
た
施
設
で
は
な

く
、
モ
ス
ク
と
は
独
立
し
た
高
等
教
育
機
関
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
た
。
時
を
経
る
と
と
も
に
、
学
生
が
増
え
、
図
書
館
を
も
備
え
た

ウ
ラ
マ
ー
養
成
の
高
等
教
育
機
関
と
し
て
発
展
し
て
い
っ
た
。
デ
ー
オ
バ
ン
ド
学
院
は
、
単
に
モ
ス
ク
か
ら
独
立
し
た
マ
ド
ラ
サ
を
建

設

す
る
こ
と
だ
け
を
目
的
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
授
業
形
式
や
組
織
運
営
の
や
り
方
、
財
源
確
保
の
方
法
と
い
っ
た
教

育
全
般
に
わ
た
っ
て
独
自
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
デ
ー
オ
バ
ン
ド
学
院
に
お
け
る
教
育
シ
ス
テ
ム
の
特
色
を

三

つ
挙
げ

る
と
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

デーオバンド派とターリパーン（宮原）

①
デ
ー
オ
バ
ン
ド
学
院
の
シ
ラ
バ
ス

　
デ

ー
オ
バ
ン
ド
学
院
の
特
色
は
、
ひ
と
つ
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
教
育
シ
ス
テ
ム
を
モ
デ
ル
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
学
院
の
要
求
に
適
う

も
の
に
改
良
し
、
新
し
い
教
育
シ
ス
テ
ム
と
し
て
導
入
し
た
点
に
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
シ
ラ
バ
ス
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
時
間
割
が
固

定
さ
れ
、
教
科
書
別
に
ク
ラ
ス
制
度
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
学
を
学
ぶ
上
で
合
理
的
に
習
得
で
き
る
授
業
形
式
が
採
用

さ
れ
た
。
こ
の
場
合
、
ど
の
よ
う
な
ウ
ラ
マ
ー
を
養
成
す
る
か
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
学
の
ど
の
学
問
に
重
点
を
置
い
て
教
育
す
る
か
と

い

う
問
題
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
だ
け
に
、
シ
ラ
バ
ス
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
は
と
り
わ
け
重
要
な
も
の
と
な
る
。
デ
ー
オ
バ
ン
ド

学

院
の
シ
ラ
バ
ス
は
、
ラ
ク
ナ
ウ
ー
の
フ
ァ
ラ
ン
ギ
ー
・
マ
ハ
ル
で
使
用
さ
れ
て
い
た
シ
ラ
バ
ス
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
「
ダ
ル
セ
・
ニ
ザ
ー
ミ
ー
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
こ
の
シ
ラ
バ
ス
は
、
一
七
四
七
年
に
ム
ッ
ラ
ー
・
ニ
ザ
ー
ム
ッ
デ
ィ
ー
ン

（ζ
⊆
＝
p
ゴ
Z
｛
N
o
日
巴
－
O
］
P
ユ
゜
一
『
昏
o
。
）
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
十
八
世
紀
以
降
の
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
の
一

　
　
　
　
　
　
　
ハ
ら
ザ

つ
の
流
れ
と
な
っ
た
。

　
デ

ー
オ
バ
ン
ド
学
院
の
シ
ラ
バ
ス
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
と
ペ
ル
シ
ア
語
の
文
法
・
語
源
・
構
文
、
韻
律
学
と
修
辞
学
、
ア
ラ
ビ
ア
文
学
、

イ
ス
ラ
ー
ム
史
、
論
理
学
、
ギ
リ
シ
ャ
゜
ア
ラ
ブ
哲
学
、
イ
ス
ラ
ー
ム
神
学
、
中
世
幾
何
学
と
天
文
学
、
論
証
学
、
ギ
リ
シ
ャ
゜
ア
ラ
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ブ
医
学
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
理
論
、
ハ
デ
イ
ー
ス
、
コ
ー
ラ
ン
注
釈
学
、
フ
ァ
ラ
ー
イ
ズ
な
ど
、
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
学

が
包
括
的
に
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
コ
ー
ラ
ン
や
ハ
デ
イ
ー
ス
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
、
ハ
デ
イ
ー
ス
学
、
コ
ー
ラ
ン
注
釈

学
、
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
の
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
理
論
、
フ
ァ
ラ
ー
イ
ズ
（
宗
教
的
義
務
）
な
ど
イ
ス
ラ
ー
ム
の
伝
統
的
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
シ

問
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
。
ラ
ク
ナ
ウ
ー
の
フ
ラ
ン
ギ
ー
・
マ
ハ
ル
や
ハ
イ
ダ
ラ
バ
ー
ド
の
マ
ド
ラ
サ
で
は
、
法
律
、
哲
学
、
論
理

学
な
ど
合
理
的
学
問
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
学
院
の
シ
ラ
バ
ス
が
い
か
に
復
古
的
で
近
代
的
な
も
の

を
退
け
る
よ
う
な
学
問
体
系
に
な
っ
て
い
た
か
が
わ
か
る
。
確
か
に
、
こ
の
シ
ラ
バ
ス
の
中
に
は
、
近
代
的
な
西
洋
の
学
問
や
英
語
な

ど
は
含
ま
れ
て
は
い
な
い
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
そ
れ
ら
の
導
入
に
デ
ー
オ
バ
ン
ド
学
院
は
全
面
的
に
反
対
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

西
洋
教
育
を
学
ぶ
の
は
マ
ド
ラ
サ
の
教
育
を
終
え
た
後
で
も
よ
い
と
い
う
理
由
か
ら
西
洋
の
学
問
や
英
語
が
導
入
さ
れ
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
当
初
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
学
院
の
教
育
期
間
は
十
年
間
と
設
定
さ
れ
て
い
た
が
、
の
ち
に
六
年
間
に
短
縮
さ
れ
た
。
そ
れ
は
イ
ス

ラ
ー
ム
諸
学
の
習
得
に
は
⊥
ハ
年
間
で
十
分
で
あ
る
と
い
う
理
由
と
、
学
院
を
終
了
し
た
の
ち
に
西
洋
教
育
を
望
む
学
生
に
便
宜
を
図
る

　
　
　
　
　
　
ハ
ア
ザ

た
め
に
で
あ
っ
た
。
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②
デ
ー
オ
バ
ン
ド
学
院
の
組
織
運
営

　
従
来
の
伝
統
的
な
マ
ド
ラ
サ
は
、
ウ
ラ
マ
ー
の
家
族
や
親
族
に
よ
っ
て
世
襲
的
に
継
承
さ
れ
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
側
面
と
管
理
運
営

の

側
面
の
両
方
を
担
っ
て
い
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
デ
ー
オ
バ
ン
ド
学
院
は
、
こ
う
し
た
ウ
ラ
マ
ー
の
家
族
や
親
族
に
よ
る
マ
ド

ラ
サ
の
運
営
方
法
を
や
め
、
個
人
の
能
力
（
業
績
）
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
専
門
的
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
組
織
運
営
へ
と
改
め
ら
れ
た
。
当

然
な
が
ら
、
マ
ド
ラ
サ
の
教
育
と
管
理
運
営
は
分
離
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
独
立
し
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
置
か
れ
、
そ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に

個
々
人
は
責
任
を
負
い
、
任
さ
れ
た
役
割
を
全
う
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
学
院
の
最
高
責
任
者
と
し
、
学
院
の
パ
ト
ロ
ン
で
あ
る

学
院
長
（
サ
ル
パ
ラ
ス
ト
呂
這
n
o
這
゜
・
⇔
、
事
務
管
理
上
の
責
任
者
（
モ
ホ
タ
ミ
ム
S
c
ひ
S
S
§
）
、
教
育
上
の
責
任
者
（
サ
ド
ル
・
ム
ダ



ッ

リ
ス
゜
り
恥
S
§
＝
亀
隅
こ
＠
の
三
名
が
中
心
と
な
っ
て
学
院
の
教
育
と
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
以
上
の
三
名
の
運
営
責
任
者

に

七

名
を
加
え
て
構
成
さ
れ
た
最
高
評
議
会
（
シ
ュ
ー
ラ
ー
⑦
ひ
劇
品
）
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
教
職
員
の
採
用
、
カ
リ
キ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

ラ
ム
、
試
験
、
財
源
、
組
織
上
の
手
続
き
な
ど
、
学
院
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
が
協
議
さ
れ
決
定
さ
れ
た
。

デーオバンド派とターリバーン（宮原）

③
デ
ー
オ
バ
ン
ド
学
院
の
財
源

　
デ

ー
オ
バ
ン
ド
学
院
の
財
源
は
、
特
定
の
権
力
者
か
ら
の
影
響
を
回
避
し
、
学
院
の
改
革
思
想
と
真
の
知
識
を
獲
得
し
伝
達
す
る
自

由
を
確
保
す
る
た
め
に
、
地
方
の
藩
王
や
大
地
主
と
い
っ
た
権
力
者
や
イ
ギ
リ
ス
政
府
か
ら
の
援
助
を
拒
み
、
出
来
る
だ
け
多
く
の

人
々
か
ら
の
寄
付
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
た
。
学
院
は
郵
便
為
替
を
利
用
し
て
、
一
般
大
衆
か
ら
も
広
く
寄
付
を
募
る

新
し
い
財
源
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
年
間
の
寄
付
者
名
簿
に
は
、
宗
教
指
導
者
、
政
府
役
人
、
商
人
、
地
主
な

ど
ア
シ
ュ
ラ
ー
フ
・
ム
ス
リ
ム
層
（
イ
ン
ド
征
服
民
の
子
孫
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ
）
の
多
く
が
名
を
連
ね
て
い
た
。
こ
う
し
た
新
し
い

財
源
の
確
保
方
式
は
、
特
定
の
個
人
か
ら
、
あ
る
い
は
地
方
の
権
力
者
か
ら
一
層
学
院
の
独
立
性
を
強
め
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
寄
付

者
の
多
く
が
親
類
や
一
族
を
通
し
て
、
ま
た
宗
教
的
危
機
感
か
ら
、
あ
る
い
は
改
革
思
想
へ
の
共
感
か
ら
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
学
院
と
密

接
に

結

び
つ
き
、
学
院
を
中
心
に
ム
ス
リ
ム
社
会
に
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
み
出
し
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
郵
便
為
替
に
よ
る
任

意
寄
付
シ

ス
テ

ム
、
教
室
、
機
構
上
組
織
さ
れ
た
教
職
員
、
固
定
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
正
課
の
試
験
制
度
、
年
一
回
の
聖
職
者
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ワ

と
い
っ
た
教
育
シ
ス
テ
ム
も
ま
た
、
主
に
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
カ
レ
ヅ
ジ
を
参
考
に
し
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

3
　
デ
ー
オ
バ
ン
ド
学
院
の
発
展

　
デ

ー
オ
バ
ン
ド
学
院
の
評
判
が
高
ま
る
に
つ
れ
、
ま
た
年
間
の
授
業
料
が
四
三
ル
ピ
ー
と
安
く
、
そ
の
う
え
教
科
書
も
無
料
で
配
布

さ
れ
る
な
ど
、
多
く
の
点
で
便
宜
が
図
ら
れ
て
い
た
の
で
、
西
洋
教
育
を
受
け
ら
れ
な
い
、
比
較
的
貧
し
い
学
生
た
ち
を
ひ
き
つ
け
た
。
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第

－
表
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
チ
ッ
タ
ゴ
ン
、
バ
ト
ナ
ー
、
マ
ド
ラ
ス
な
ど
広
範
な
地
域
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ム
ス

リ
ム
階
層
の
師
弟
が
集
ま
っ
て
き
た
。

　
デ

ー
オ
バ
ン
ド
学
院
に
は
、
十
九
世
紀
末
に
数
百
人
の
学
生
が
登
録
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
学
院
創
立
か
ら
一

〇
〇
年

経
っ
た
一
九
六
七
年
に
は
、
七
四
一
七
名
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、
イ
ン
ド
出
身
が
三
七
九
五
名
、
東

西
パ
キ
ス
タ
ン
（
現
在
の
パ
キ
ス
タ
ン
と
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
）
出
身
が
三
九
一
名
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
含
む
諸
外
国
出
身
が
四
一
三

名
で
あ
る
。
こ
の
学
院
で
学
ぶ
学
生
は
国
や
地
域
を
問
わ
ず
、
六
年
間
は
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
を
共
通
言
語
と
し
、
と
も
に
寄
宿
舎
生
活
を

送

る
こ
と
で
、
密
接
な
人
間
関
係
を
作
り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。
卒
業
後
も
こ
う
し
た
結
び
つ
き
は
継
続
さ
れ
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
学
院

を
中
心
に
し
て
、
同
窓
の
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
南
ア
ジ
ア
地
域
に
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
デ

ー
オ
バ
ン
ド
学
院
の
目
的
は
単
に
教
養
あ
る
ウ
ラ
マ
ー
の
育
成
だ
け
で
な
く
、
ム
ス
リ
ム
民
衆
に
尊
敬
さ
れ
支
持
さ
れ
る
ウ
ラ
マ

ー
層
の
創
出
に
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
デ
ー
オ
バ
ン
ド
学
院
に
は
、
も
う
ひ
と
つ
重
要
な
目
的
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
の

目
的
は
、
イ
ギ
リ
ス
直
轄
支
配
の
下
で
イ
ス
ラ
ー
ム
の
も
つ
宗
教
的
精
神
と
文
化
を
維
持
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
ム
ス
リ
ム
民
衆
に
普
及

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ン
ド
大
反
乱
で
失
っ
た
ウ
ラ
マ
ー
の
政
治
的
・
経
済
的
基
盤
を
も
う
一
度
取
り
戻
す
こ
と
で
あ
っ
た
と
言

え
る
。
デ
ー
オ
バ
ン
ド
学
院
の
卒
業
生
が
、
民
衆
の
精
神
的
指
導
者
（
ウ
ラ
マ
ー
）
、
教
師
、
裁
判
官
（
カ
ー
ズ
ィ
ー
）
、
法
学
裁
定
官

（ム

フ
テ
ィ
ー
）
、
説
教
師
（
ハ
テ
ィ
ー
ブ
）
、
礼
拝
の
導
師
（
イ
マ
ー
ム
）
、
コ
ー
ラ
ン
詠
み
（
カ
ー
リ
ー
）
、
作
家
、
宗
教
的
著
作
の
編

集
者
と
し
て
活
躍
し
、
各
地
域
の
ム
ス
リ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
大
き
な
影
響
力
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
学
院
の

目
的
は
か
な
り
達
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
学
院
の
卒
業
生
の
中
で
最
も
有
名
な
人
物
は
、
初
期
の
頃
に
卒
業
し
た
作
家
で

崇
拝
さ
れ
た
精
神
的
指
導
者
、
マ
ウ
ラ
ー
ナ
ー
・
ア
シ
ュ
ラ
ー
フ
・
ア
リ
ー
・
タ
ナ
ー
ヴ
ィ
ー
（
ζ
o
已
一
釧
o
倒
〉
切
ゴ
『
剖
≧
一
弓
庁
倒
コ
Φ
怠
“

一
c。

Φ

昏
－
一
q
っ
昏
ω
）
で
あ
る
。
彼
の
名
を
有
名
に
し
た
の
は
、
ム
ス
リ
ム
女
性
の
生
活
や
教
育
の
た
め
に
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
で
著
さ
れ
た
伝
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
リ
ザ

的
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
『
天
国
の
装
身
具
一
（
切
」
ミ
⑦
ひ
O
ぽ
§
ユ
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
多
く
の
イ
ス
ラ
ー
ム

92



デーオバンド派とターリバーン（宮原）

　　　　　　　A　Hundred　Years　of　Darululoom，Deoband

Dept．　ofTanzeem　Abnae　Qadeem，　Darululoom，　Deoband，1967．

Proッ加cε一wi5e　number　Ofgnaばuates　prOducedばuring　the　centuリイ1283’01382　A・HJ

A．india（Total　3795）

　　U．P．

　　Assarri　and　Manipur

　　Madras

　　Kerala

　　Mysore
　　E．Punj　ab

　　Maharashtra

　　Rajasthan

　　Nepal

B．Pakistan（Total　3191）

　　W．pakistan

1896

265

　30

　42
　　6

196

　39

　43
　　3

1519

C．Foreign　Countries（Total　431）

　　Afghanistan　　　　　　　　　lOg

　　China　　　　　　　　　　　　44

　　Malaysia　　　　　　　　　28
　　1raq　　　　　　　　　　　　　　2

　　1ran　　　　　　　　　　　　　　ll

　　S．Afhca　　　　　　　　　　　　　　　14

　　Siam　　　　　　　　　　　　　　l

West　Bengal

Bihar　and　Orissa

Travancore

Andhra

M．P．

Delhi

Gujrat［sic］

Jammu　and　Kashmir

E．Pakistan

Russia

　　（including　Siberia）

Burma
Indonesia

Kwait［sic］

Ceylon

Saudi　arabia

Yemen

151

780

　4
52

28

12

138

110

1672

70

144

　1

　2

　2

　2

　1

Types｛ゾ噸rious　serレ輌ces　rendered　by　the　gnduates　qr　Dα剛’uloom，　during仇■100

吻杏（1283ω1382A．醐，αccOπガ㎎如孤c鎗πヴ

　　Spidtual　guides　　　　　　　　536　　　　　Teachers　　　　　　　　　　　　5888

　　Writers　　　　　　　　1164　　　Muftis　　　　　　　　1784
　　Debators　　　　　　　　　　1540　　　　Joumalists　　　　　　　　　684

　　0rators　and　Missionaries　4288　　　Tabib（Doctors）　　　　　288

784served　the　religion　through　industry　and　trade．They　started　8934　Maktabs　and

madrasas

Total　income　from　1283　to　1382　A．H．

Total　expenditure

Total　expenditUre　on　buildings

Number　of　graduates

Expenses　per　graduate

Number　of　fatWas　issued

Number　of　books　in　the　library　in　1967

胎
応
㎞

Rs．

1，08，31，566／13／2

1，08，46，946／11／3

　11，00，895／13／6

　　　　　　　7，417

　　　　1，314／＿／＿

　　　　　2，69，215

　　　　　　82，350

　　　　　　　　　第1表　デーオバンド学院における100年間の卒業生数
（出典Barbara・D．MetcalfJslamiC　ReVivai　in　BridSh　lndia：DeobOnd，1860・1900，1982．pp，llO－111）
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　　Miles

第1図　連合州（UP州）における1880年までのデーオバンド学院の姉妹校の所在地
　　　　（出典：Barbara　D．Metcalf，　lslamic　Revival　in　British　india，1982，P・126）
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地
域
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
て
広
く
読
ま
れ
た
。

　
デ

ー
オ
バ
ン
ド
派
の
改
革
思
想
が
広
ま
っ
た
背
景
の
一
つ
に
は
、
北
西
イ
ン
ド
を
中
心
に
多
く
の
デ
ー
オ
バ
ン
ド
系
の
マ
ド
ラ
サ
が

設
立

さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
デ
ー
オ
バ
ン
ド
派
の
ウ
ラ
マ
ー
は
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
学
院
の
卒
業
生
ら
の
協
力
を
得
て
、
自
ら
が
唱
え
る

改
革
思
想
の
普
及
と
専
門
的
知
識
を
持
っ
た
若
い
宗
教
指
導
者
の
育
成
と
い
う
目
的
か
ら
、
第
1
図
に
示
さ
れ
て
よ
う
に
、
一
八
八
〇

年
代

ま
で
、
上
ド
ア
ー
ブ
か
ら
ロ
ー
ヒ
ル
カ
ン
ド
の
地
域
に
、
十
二
校
を
越
え
る
デ
ー
オ
バ
ン
ド
系
の
マ
ド
ラ
サ
を
設
立
し
た
。
こ
れ

ら
の
マ
ド
ラ
サ
は
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
学
院
に
学
校
の
様
々
な
記
録
な
ど
の
監
査
、
重
大
な
決
定
に
対
す
る
承
認
、
さ
ら
に
は
デ
ー
オ
バ

ン

ド
の
ウ
ラ
マ
ー
を
外
部
試
験
官
や
参
事
ま
で
委
託
し
て
い
た
。
他
方
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
学
院
は
こ
れ
ら
の
マ
ド
ラ
サ
に
対
し
て
、
運

営
上
の

様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
財
政
的
支
援
、
ス
タ
ッ
フ
の
一
時
的
な
派
遣
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
た
。
デ
ー
オ
バ
ン
ド
系
の
マ

ド
ラ
サ
の
責
任
者
に
は
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
の
卒
業
生
が
な
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
学
院
の
学
院
長
が
兼
任
す
る
場
合
も
あ

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
両
者
の
関
係
は
、
い
わ
ゆ
る
姉
妹
校
関
係
以
上
に
あ
り
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
学
院
を
頂
点
に
し
て
、
そ
の
下
に
大

小
の
デ
ー
オ
バ
ン
ド
系
の
マ
ド
ラ
サ
が
一
つ
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
お
り
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
デ
ー
オ
バ
ン

ド
派
の
改
革
思
想
は
南
ア
ジ
ア
に
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

三
　
パ
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
デ
ー
オ
バ
ン
ド
派

1
　
印
パ
分
離
独
立
ま
で
の
デ
ー
オ
バ
ン
ド
派

　
一
九
一
〇
年
代
の
は
じ
め
ま
で
、
イ
ン
ド
・
ム
ス
リ
ム
の
政
治
的
要
求
を
代
表
し
て
い
た
の
は
、
サ
イ
ヤ
ド
・
ア
フ
マ
ド
・
ハ
ー
ン

の

後
継
者
た
ち
の
ア
リ
ー
ガ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
と
ム
ス
リ
ム
連
盟
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
組
織
は
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
新
興
の
ム
ス
リ
ム

中
間
階
級
の
発
展
と
地
位
の
確
保
の
目
的
か
ら
積
極
的
に
英
植
民
地
政
府
に
働
き
か
け
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
彼
ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
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の
近
代
的
価
値
を
信
奉
し
、
親
英
的
立
場
か
ら
イ
ン
ド
に
お
け
る
英
植
民
市
支
配
を
肯
定
し
て
い
た
。
一
方
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
学
院
は
、

反
英
の
立
場
を
と
り
な
が
ら
も
宗
教
改
革
運
動
に
専
念
し
決
し
て
政
治
活
動
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　
一
九
一
〇
年
代
に
入
る
と
、
次
第
に
ム
ス
リ
ム
の
間
に
保
守
派
の
指
導
者
に
反
対
し
て
急
進
的
な
反
英
路
線
を
唱
え
る
人
び
と
が
登

場

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
代
表
的
な
活
動
家
の
ひ
と
り
が
、
ア
ブ
ー
・
ア
ル
カ
ラ
ー
ム
・
ア
ー
ザ
ー
ド
（
〉
σ
口
巴
－
×
巴
倒
ヨ

＞
N
印
♀
一
〇
◎
o
。
○
。
」
⑩
切
o
。
）
で
あ
る
。
ア
ー
ザ
ー
ド
の
祖
先
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
教
団
で
あ
る
、
ナ
ク
シ
ュ
ダ
ン
デ
イ
ー
教
団

（≧
岩
吻
ひ
碧
合
）
の
ス
イ
ル
ヒ
ン
デ
イ
ー
（
c
力
＝
o
斎
＝
〉
コ
∋
o
ユ
ω
一
｝
日
△
】
“
一
m
Φ
昏
－
一
①
N
心
）
や
イ
ン
ド
・
ム
ス
リ
ム
近
代
改
革
思
想
の

祖
、
シ
ャ
ー
・
ワ
リ
ー
ウ
ッ
ラ
ー
⌒
ω
プ
p
ゴ
≦
巴
「
≧
訂
芦
一
『
O
ω
6
N
）
の
一
族
と
知
的
・
精
神
的
結
び
つ
き
を
持
っ
て
い
た
と
言
わ
れ

　け
ロる

。
厳
格
な
宗
教
教
育
を
受
け
た
後
、
一
時
サ
イ
ヤ
ド
・
ア
フ
マ
ド
・
ハ
ー
ン
の
思
想
に
傾
倒
す
る
が
、
次
第
に
イ
ン
ド
の
英
植
民
地

従
属
に

耐
え
ら
れ
な
く
な
り
、
親
英
的
な
ア
リ
ー
ガ
ル
運
動
や
ム
ス
リ
ム
連
盟
に
反
対
し
、
反
英
的
な
色
彩
の
強
い
国
民
会
議
派
に
積

極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
彼
は
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
派
に
も
政
治
的
自
覚
を
強
く
訴
え
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
ア
ー
ザ
ー
ド
の
積
極
的
な
政
治
的
働
き
か
け
に
よ
っ
て
、
ア
リ
ー
ガ
ル
派
や
ム
ス
リ
ム
連
盟
の
間
に
は
次
第
に
親
英
路
線

に

変
更
を
促
す
よ
う
な
変
化
が
生
ま
れ
は
じ
め
た
。
一
九
一
四
年
に
第
一
次
大
戦
が
勃
発
す
る
と
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
派
は
カ
リ
フ
を
戴

く
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
が
参
戦
す
る
と
、
直
ち
に
ト
ル
コ
支
持
を
打
ち
出
し
、
反
英
感
情
を
露
に
し
た
。
そ
の
中
心
的
人
物
が
デ
ー
オ
バ

ン

ド
派
の
指
導
的
立
場
に
い
た
マ
ウ
ラ
ー
ナ
ー
・
マ
フ
ム
ー
ド
ゥ
ル
ハ
サ
ン
（
ζ
①
互
o
o
o
ζ
p
ゴ
∋
⊂
匹
⊆
臣
G
ω
p
P
一
〇
。
㎝
一
－
一
⑩
N
O
）
で
あ

っ

た
。
ト
ル
コ
の
ヒ
ラ
ー
フ
ァ
ト
（
カ
リ
フ
制
）
擁
護
を
宗
教
的
義
務
と
し
て
訴
え
た
彼
は
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義
に
反
対
す
る
国
際

的
連
帯
を
強
め
、
反
英
蜂
起
を
一
斉
に
起
こ
す
こ
と
を
企
て
た
。
し
か
し
、
ア
ラ
ブ
が
ト
ル
コ
に
反
旗
を
翻
し
、
ト
ル
コ
が
第
一
次
大

戦
で
敗
れ
る
と
、
彼
の
目
論
み
は
す
べ
て
失
敗
に
終
わ
っ
た
。

　
一
方
、
国
民
会
議
派
は
、
第
一
次
大
戦
後
イ
ン
ド
の
自
治
が
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
期
待
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
へ
の
戦
争

協
力
を
表
明
し
た
。
そ
し
て
、
イ
ン
ド
の
完
全
自
治
の
実
現
と
い
う
共
通
の
目
標
に
向
か
っ
て
、
国
民
会
議
派
と
ム
ス
リ
ム
連
盟
は
共
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同
歩
調
を
と
る
よ
う
に
な
り
、
ム
ス
リ
ム
は
次
第
に
民
族
運
動
参
加
へ
と
傾
き
始
め
た
。
と
こ
ろ
が
、
第
一
次
大
戦
が
終
わ
る
と
、
国

民
会
議
派
に

対
す
る
対
英
戦
争
協
力
へ
の
報
償
は
イ
ン
ド
の
完
全
自
治
と
は
程
遠
い
も
の
で
、
そ
れ
と
は
反
対
に
英
植
民
地
政
府
は
一

九
一
九
年
三
月
に
、
民
族
運
動
を
抑
圧
し
反
英
活
動
を
弾
圧
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
イ
ン
ド
統
治
法
を
引
き
継
い
だ
ロ
ー
ラ
ッ
ト
法

を
成
立
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
政
策
方
針
に
対
し
て
、
各
地
で
激
し
い
抗
議
行
動
が
起
こ
っ
た
。
四
月
に
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
の

ア
ム

リ
ト
サ
ル
に
あ
る
ジ
ャ
リ
ア
ー
ン
ワ
ー
ラ
ー
・
バ
ー
グ
で
行
わ
れ
た
抗
議
集
会
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
軍
隊
が
発
砲
し
、
多
数
の
死
傷

者
を
出
す
と
い
う
衝
撃
的
な
事
件
が
起
こ
る
と
、
一
気
に
反
英
ム
ー
ド
が
高
ま
っ
た
。

　
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
イ
ン
ド
・
ム
ス
リ
ム
の
間
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
対
ト
ル
コ
政
策
、
と
く
に
カ
リ
フ
制
を
め
ぐ
る
イ
ギ
リ
ス
の

措
置
に
対
し
て
、
カ
リ
フ
制
が
廃
止
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
が
広
が
っ
た
。
一
九
一
九
年
の
九
月
に
、
ヒ
ラ
ー
フ
ァ
ト
擁

護
組
織
結
成
の
動
き
が
起
こ
り
、
中
央
ヒ
ラ
ー
フ
ァ
ト
委
員
会
が
組
織
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
運
動
は
「
カ
リ
フ
制
擁
護
運
動
（
ヒ
ラ
ー

フ

ァ

ト
運
動
ご
と
呼
ば
れ
、
カ
リ
フ
制
擁
護
を
掲
げ
て
立
ち
あ
が
っ
た
反
英
闘
争
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
十
一
月
に
は
、
デ
リ
ー
で
最
初

の

全

国
会
議
が
開
催
さ
れ
、
議
長
に
は
ム
ス
リ
ム
連
盟
の
フ
ァ
ズ
ル
ル
・
ハ
ッ
ク
（
司
o
注
⊂
一
＝
知
O
）
が
就
き
、
ガ
ン
デ
ィ
ー

（ζ
o
プ
o
コ
江
Φ
乙
力
×
°
O
o
o
ユ
巨
）
な
ど
多
数
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
指
導
者
も
ま
た
国
民
会
議
派
を
挙
げ
て
こ
れ
に
参
加
し
た
。
第
二
日
目
に
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ぼ
　

を
務
め
た
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
、
「
ト
ル
コ
の
カ
リ
フ
制
が
擁
護
さ
れ
な
け
れ
ば
非
協
力
と
い
う
手
段
に
訴
え
ざ
る
を
得
な
い
」
と
語
っ
た
。

　
一
九
一
九
年
十
一
月
、
マ
フ
ム
ー
ド
ゥ
ル
・
ハ
サ
ン
の
弟
子
た
ち
は
、
ア
ム
リ
ト
サ
ル
で
ウ
ラ
マ
ー
の
全
国
組
織
、
全
イ
ン
ド
・
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
ザ

ラ
マ
ー
連
合
（
ジ
ャ
ム
イ
ー
ヤ
ト
ゥ
ル
・
ウ
ラ
マ
ー
エ
・
ヒ
ン
ド
）
を
結
成
し
た
。
こ
の
組
織
に
は
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
派
の
ウ
ラ
マ
ー

だ

け
で
な
く
、
ほ
か
の
す
べ
て
の
学
派
の
ウ
ラ
マ
ー
も
加
わ
っ
て
い
た
。
十
二
月
に
は
同
地
で
、
全
イ
ン
ド
・
ヒ
ラ
ー
フ
ァ
ト
会
議
、

全

イ
ン
ド
・
ウ
ラ
マ
ー
連
合
、
ム
ス
リ
ム
連
盟
、
国
民
会
議
派
の
各
大
会
が
同
時
に
開
催
さ
れ
た
。
カ
リ
フ
制
擁
護
を
掲
げ
た
ヒ
ラ
ー

フ

ァ

ト
運
動
は
、
国
民
会
議
派
の
非
協
力
抵
抗
運
動
と
連
携
し
て
全
国
的
な
民
族
運
動
へ
と
発
展
し
た
。
反
英
民
族
運
動
へ
と
発
展
し

た
ヒ
ラ
ー
フ
ァ
ト
運
動
が
、
伝
統
的
ウ
ラ
マ
ー
と
近
代
的
ム
ス
リ
ム
の
知
識
層
を
急
接
近
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、
政
治
的
発
言
を
持
た
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な
い
農
村
の
ム
ス
リ
ム
を
糾
合
し
、
さ
ら
に
ム
ス
リ
ム
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
間
に
兄
弟
的
関
係
を
生
み
出
し
た
歴
史
的
意
義
は
大
き
い
。

　

し
か
し
、
次
第
に
ヒ
ラ
ー
フ
ァ
ト
運
動
は
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
一
九
二
二
年
二
月
に
警
察
署
が
焼
け
打
ち
さ
れ
、
警
察
官
が
殺
さ
れ

る
と
い
う
事
件
が
起
こ
る
と
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
「
非
暴
力
」
の
精
神
に
反
す
る
と
し
て
大
衆
運
動
を
中
止
し
た
。
運
動
の
突
然
の
中
止

は
、
カ
リ
フ
制
擁
護
に
情
熱
を
燃
や
し
、
あ
る
い
は
イ
ン
ド
の
完
全
自
治
を
目
指
し
て
非
協
力
抵
抗
運
動
に
積
極
的
に
参
加
し
活
動
し

た
ム
ス
リ
ム
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
間
に
深
刻
な
混
乱
と
行
き
場
の
な
い
挫
折
感
を
招
い
た
。
一
九
二
四
年
に
、
ト
ル
コ
の
実
権
を
握
っ
た

ケ

マ
ル

・

ア

タ
チ
ュ
ル
ク
が
、
カ
リ
フ
制
を
廃
止
し
近
代
化
を
推
し
進
め
る
と
、
カ
リ
フ
を
反
帝
国
主
義
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
い
た
カ

リ
フ
制
擁
護
派
は
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
。

　

ヒ
ラ
ー
フ
ァ
ト
運
動
が
挫
折
す
る
と
、
こ
の
運
動
に
参
加
し
て
い
た
複
数
の
宗
教
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
間
に
成
立
し
て
い
た
統
一
的

な
闘
争
も
限
界
を
露
呈
し
は
じ
め
、
次
第
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
と
ム
ス
リ
ム
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
間
に
激
し
い
敵
対
関
係
が
生
み
出
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ヒ
ラ
ー
フ
ァ
ト
運
動
後
も
、
ジ
ャ
ム
イ
ー
ヤ
ト
ゥ
ル
・
ウ
ラ
マ
ー
エ
・
ヒ
ン
ド
は
ム
ス
リ
ム
連
盟
の
指
導
す
る
パ
キ

ス

タ
ン
建
国
運
動
に
反
対
し
、
一
貫
し
て
統
一
イ
ン
ド
を
掲
げ
る
国
民
会
議
派
を
支
持
す
る
政
治
的
立
場
を
と
っ
て
い
た
。
し
か
し
一

九
四
六
年
に
は
、
ジ
ャ
ム
イ
ー
ヤ
ト
ゥ
ル
・
ウ
ラ
マ
ー
エ
・
ヒ
ン
ド
か
ら
分
離
し
て
、
パ
キ
ス
タ
ン
建
国
運
動
を
支
持
す
る
「
イ
ス
ラ

ー
ム
・
ウ
ラ
マ
ー
協
会
」
（
ジ
ャ
ム
イ
ー
ヤ
ト
ゥ
ル
・
ウ
ラ
マ
ー
エ
・
イ
ス
ラ
ー
ム
討
∋
，
蔓
p
ε
－
〒
．
⊆
釦
日
倒
ゐ
－
一
。
。
品
日
）
が
設
立
さ
れ
た
。

こ
の
政
治
団
体
に
デ
ー
オ
バ
ン
ド
系
代
表
の
ウ
ラ
マ
ー
と
し
て
参
加
し
た
の
が
シ
ャ
ッ
ビ
ー
ル
・
ア
フ
マ
ド
・
ウ
ス
マ
ー
二
ー
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
　

（○カ

プo
σ
σ
号
〉
庁
ヨ
①
○
⊂
｛
プ
日
餌
邑
“
一
c
◎
c
◎
m
－
一
⑩
命
巴
で
あ
っ
た
。

98

2
　
パ
キ
ス
タ
ン
独
立
後
の
デ
ー
オ
バ
ン
ド
系
神
学
院
と
そ
の
政
治
団
体

　
パ
キ
ス
タ
ン
独
立
後
、
神
学
院
（
マ
ド
ラ
サ
）
の
数
は
、
一
九
四
七
年
（
＝
二
七
学
院
）
、
一
九
五
〇
年
（
二
一
〇
学
院
）
、
一
九
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ほ
べ

○

年
（
四
〇
一
学
院
）
、
一
九
七
一
年
（
五
六
三
学
院
）
と
、
急
増
の
一
途
を
辿
っ
た
。
神
学
院
が
急
増
し
た
背
景
に
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
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と
い
う
新
し
い
学
派
空
間
の
創
出
と
、
ム
ハ
ー
ジ
ル
S
に
ひ
剖
＼
、
（
イ
ン
ド
か
ら
流
入
し
た
難
民
）
の
ウ
ラ
マ
ー
の
増
大
し
た
こ
と
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。
パ
キ
ス
タ
ン
が
独
立
す
る
以
前
、
現
パ
キ
ス
タ
ン
が
占
め
る
地
域
に
は
神
学
院
の
数
は
き
わ
め
て
少
数
で
限
ら
れ
て
い
た

こ
と
を
考
え
れ
ば
驚
く
べ
き
増
加
で
あ
る
。

　
加
賀
谷
寛
は
、
論
文
の
中
で
デ
ー
オ
バ
ン
ド
系
雑
誌
ア
ッ
ラ
シ
ー
ド
（
一
九
七
六
年
）
に
基
づ
い
て
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
州
別
神
学
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
は
ワ

数
統

計
と
学
派
系
統
別
統
計
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
の
資
料
に
基
づ
い
て
デ
ー
オ
バ
ン
ド
系
神
学
院
（
四
五
八
学
院
）
を
州
別
で
見
る

と
、
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
州
‖
二
七
一
学
院
、
北
西
辺
境
州
1
1
九
九
学
院
、
ス
ィ
ン
ド
州
‖
四
四
学
院
、
バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー
ン
州
1
1
三
〇
学

院
、
ア
ー
ザ
ー
ド
・
カ
シ
ュ
ミ
ー
ル
‖
一
四
学
院
で
、
主
に
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
州
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
神
学
院
数
を

学
派
系
統
別
で
見
る
と
、
ス
ン
ナ
派
の
デ
ー
オ
バ
ン
ド
系
（
四
五
八
学
院
）
、
バ
レ
ー
リ
ー
系
（
二
〇
三
学
院
）
、
ア
ハ
レ
・
ハ
デ
イ
ー

ス

系
（
七
七
学
院
）
で
、
シ
ー
ア
派
は
二
九
学
院
、
そ
の
他
は
一
四
八
学
院
と
な
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
系
神
学
院

の

数
は
そ
の
半
数
以
上
を
占
め
る
だ
け
で
な
く
、
教
師
数
、
学
院
生
の
数
、
蔵
書
、
年
支
出
に
お
い
て
も
、
ほ
か
の
学
派
の
神
学
院
に

く
ら
べ
て
際
立
っ
て
い
た
。

　
デ

ー
オ
バ
ン
ド
系
の
神
学
院
に
多
く
の
若
者
が
集
ま
っ
た
の
は
、
新
し
い
運
営
シ
ス
テ
ム
や
魅
力
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
い
う
よ
り

は
、
む
し
ろ
授
業
料
が
安
く
（
ほ
と
ん
ど
不
要
に
近
い
）
、
教
材
や
食
事
が
無
償
で
提
供
さ
れ
て
い
た
点
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
教
育
を

受
け
ら
れ
な
い
地
方
の
低
所
得
者
層
の
若
者
に
と
っ
て
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
系
神
学
院
は
教
育
を
受
け
ら
れ
る
重
要
な
場
と
な
っ
て
い
た
。

パ
キ
ス
タ
ン
で
公
教
育
制
度
が
貧
弱
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
神
学
院
は
増
え
つ
づ
け
、
自
ず
と
神
学
院
は
公
教
育
を
補
完
す
る
役
割
を
担

う
結
果
に
な
り
、
宗
教
教
育
に
偏
重
す
る
傾
向
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
パ

キ
ス
タ
ン
で
は
、
独
立
後
に
い
く
つ
か
の
有
力
な
宗
教
政
党
が
誕
生
し
た
。
デ
ー
オ
バ
ン
ド
系
神
学
院
を
母
体
と
す
る
J
U
I

（
イ
ス
ラ
ー
ム
・
ウ
ラ
マ
ー
協
会
）
も
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
J
U
I
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
独
立
後
の
一
九
五
二
年
に
再
編
成
さ
れ

て

「
西
パ
キ
ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
・
ウ
ラ
マ
ー
連
合
」
（
J
U
I
“
ζ
Φ
σ
q
コ
宣
9
勺
Φ
在
c
。
声
コ
）
と
改
称
さ
れ
た
。
代
表
（
』
§
「
ユ
に
は
、99
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コ

ー
ラ
ン
学
の
ア
フ
マ
ド
・
ア
リ
ー
・
ラ
ー
ホ
ー
リ
ー
師
（
ζ
o
巳
p
o
o
≧
］
∋
p
△
㌦
≧
］
↑
0
7
0
邑
が
、
幹
事
長
（
〉
心
恩
§
）
に
は
イ
フ
　
0
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

テ
ィ
シ
ャ
ー
ム
・
ル
・
ハ
ッ
ク
・
タ
ー
ナ
ヴ
イ
ー
師
（
ζ
o
己
倒
o
倒
一
巨
一
。
。
コ
倒
∋
⊂
一
〒
＝
o
ρ
O
弓
ゴ
倒
0
2
］
）
が
選
出
さ
れ
た
。

　

こ
の
J
U
I
の
活
動
が
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
五
一
年
に
J
U
I
の
主
導
で
、
全
国
の
各
派
ウ
ラ
マ
ー
の
合
同

会
議

を
開
催
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
基
づ
く
憲
法
を
パ
キ
ス
タ
ン
に
制
定
す
る
た
め
の
「
二
十
二
項
目
」
を
決
議
し
、
そ
の
決
議
書
を
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
け
ザ

定
議
会
に

送
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
の
原
則
は
、
一
九
五
六
年
憲
法
の
前
文
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
J
U
I
が
パ
キ
ス
タ
ン
に
お
い
て
有
力
な
政
治
勢
力
と
な
る
の
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

　
一
九
六
二
年
三
月
に
パ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
、
四
月
に
は
基
礎
的
民
主
主
義
に
基
づ
く
国
民
議
会
選
挙
が
実
施
さ
れ

た
。
こ
の
選
挙
で
J
U
I
の
指
導
者
、
ム
フ
テ
ィ
ー
・
マ
ハ
ム
ー
ド
師
（
ζ
o
巳
倒
コ
倒
≦
」
己
ζ
讐
∋
引
巳
が
国
民
議
会
に
選
出
さ
れ
た
。

ア

イ
ユ
ー
ブ
・
ハ
ー
ン
大
統
領
の
下
、
七
月
に
政
党
法
が
成
立
し
政
党
禁
止
が
解
除
さ
れ
る
と
、
同
師
と
説
教
師
の
ガ
ウ
ス
・
バ
ザ
ー

ラ
ヴ
イ
ー
（
ζ
o
c
品
o
倒
Ω
ゴ
①
⊆
°
。
＝
o
N
倒
2
じ
は
政
治
活
動
を
再
開
し
、
精
力
的
に
行
動
を
起
こ
し
た
結
果
、
有
力
な
政
治
勢
力
へ
と
成

　
　
　
　
　
ロ
ほ
シ

長

し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
⊥
ハ
七
年
に
は
戒
厳
令
が
布
か
れ
、
政
党
活
動
は
一
時
禁
止
さ
れ
た
。

　
一
九
七
〇
年
一
月
、
ヤ
ヒ
ヤ
ー
大
統
領
の
下
で
、
政
党
活
動
が
合
法
化
さ
れ
る
と
、
J
U
I
は
直
ち
に
活
動
を
再
開
し
た
。
同
年
十

二

月
、
国
民
議
会
選
挙
に
お
い
て
J
U
I
は
北
西
辺
境
州
で
圧
勝
し
、
州
議
会
選
挙
で
は
、
北
西
辺
境
州
と
バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー
ン
州
の

両
州
で
、
民
族
ア
ワ
ミ
党
（
N
A
P
）
と
協
力
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
州
に
連
立
内
閣
を
作
っ
た
。
J
U
I
の
支
持
基
盤
で
あ
る
北
西
辺
境

州
で
は
、
ム
フ
テ
イ
ー
・
マ
ハ
ム
ー
ド
師
が
州
首
相
に
就
任
し
た
。
ム
フ
テ
ィ
ー
・
マ
ハ
ム
ー
ド
師
は
直
ち
に
＝
二
項
目
に
も
お
よ
ぶ

イ
ス
ラ
ー
ム
化
政
策
を
実
施
し
た
。
こ
の
政
策
は
、
飲
酒
、
酒
類
の
製
造
販
売
の
禁
止
、
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
の
公
用
語
化
、
無
利
子
金

融
の
導
入
、
民
族
服
（
シ
ャ
ル
ワ
ー
ル
、
カ
ミ
ー
ズ
）
の
着
用
、
べ
ー
ル
着
用
な
し
で
の
商
業
中
心
街
へ
の
出
入
り
禁
止
、
あ
ら
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
ザ

ギ
ャ

ン

ブ
ル
の
禁
止
な
ど
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
お
よ
ん
で
い
た
。
こ
の
政
権
は
短
期
政
権
（
一
九
七
一
～
七
三
年
）
に
終
わ
っ
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た
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
政
党
が
州
首
相
に
な
る
の
は
パ
キ
ス
タ
ン
の
歴
史
に
お
い
て
始
め
て
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
こ
の
政
権
の
イ

ス

ラ
ー
ム
化
政
策
は
、
の
ち
の
ズ
ィ
ヤ
ー
軍
事
政
権
の
イ
ス
ラ
ー
ム
化
政
策
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
い
え
る
。

　
一
九
七
七
年
二
月
、
J
U
I
、
イ
ス
ラ
ー
ム
協
会
（
J
I
）
、
パ
キ
ス
タ
ン
・
ウ
ラ
マ
ー
協
会
（
J
U
P
）
、
パ
キ
ス
タ
ン
民
主
党

（
P
D
P
）
な
ど
を
含
む
九
野
党
（
世
俗
的
、
宗
教
的
反
対
政
党
）
と
の
広
範
な
連
合
、
パ
キ
ス
タ
ン
国
民
連
合
（
P
N
A
）
が
発
足
し
、

そ
の
議
長
に
J
U
I
の
指
導
者
ム
フ
テ
ィ
ー
・
マ
ハ
ム
ー
ド
師
が
選
ば
れ
た
。
P
N
A
は
、
同
年
三
月
の
総
選
挙
に
お
い
て
、
イ
ス
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ザ

ー
ム
を
大
義
と
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
制
度
に
基
づ
く
政
府
の
実
現
を
公
約
に
掲
げ
、
議
会
制
民
主
主
義
と
私
企
業
の
復
活
を
主
張
し
た
。

し
か
し
、
総
選
挙
の
結
果
は
、
プ
ッ
ト
ー
率
い
る
パ
キ
ス
タ
ン
人
民
党
が
二
〇
〇
議
席
中
の
一
五
五
議
席
を
獲
得
し
圧
勝
し
、
P
N
A

は
三
⊥
ハ
議
席
に
と
ど
ま
っ
た
。
P
N
A
は
、
こ
の
選
挙
に
お
い
て
「
不
正
選
挙
」
が
行
わ
れ
た
と
主
張
し
、
当
選
議
員
全
員
が
資
格
を

放

棄
し
た
。
さ
ら
に
P
N
A
は
、
総
選
挙
の
や
り
直
し
と
プ
ッ
ト
ー
首
相
の
辞
任
を
要
求
し
、
主
要
都
市
を
中
心
に
反
政
府
運
動
を
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ハ
ザ

開
し
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
の
歴
史
に
お
い
て
、
宗
教
が
こ
れ
ほ
ど
政
治
に
影
響
を
及
ぼ
す
時
代
は
か
つ
て
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　
結
局
、
一
九
七
七
年
七
月
に
、
ズ
ィ
ヤ
ー
・
ウ
ル
・
ハ
ッ
ク
陸
軍
参
謀
長
に
よ
っ
て
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
が
起
り
、
プ
ッ
ト
ー
政
権
は

終
わ

っ

た
。
ズ
イ
ヤ
ー
・
ウ
ル
・
ハ
ッ
ク
は
、
自
ら
の
ク
ー
デ
タ
ー
を
正
統
化
す
る
た
め
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
制
度
に
よ
る
政
府
の
実
現

（
イ
ス
ラ
ー
ム
化
政
策
）
を
公
約
し
、
P
N
A
に
政
権
参
加
を
要
請
し
た
。
P
N
A
の
な
か
で
も
、
と
く
に
イ
ス
ラ
ー
ム
協
会
（
ジ
ャ
マ

ー
ア
テ
・
イ
ス
ラ
ー
ミ
ー
』
o
ヨ
倒
亘
｛
－
Φ
ム
゜
。
一
倒
∋
「
“
J
I
）
の
メ
ン
バ
ー
は
重
要
な
閣
僚
に
任
命
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
P
N
A
は
、
不
本
意

な
が
ら
も
、
ズ
イ
ヤ
ー
・
ウ
ル
・
ハ
ッ
ク
政
権
二
九
七
七
～
一
九
八
八
年
）
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
り
、
P
N
A
の
中
で
も
と
り
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
カ
　

け
J
I
と
政
権
と
の
結
び
つ
き
が
一
層
深
ま
っ
て
い
っ
た
。
一
九
八
〇
年
に
、
J
U
I
の
指
導
者
で
あ
っ
た
ム
フ
テ
ィ
ー
・
マ
ハ
ム
ー

ド
師
が
死
去
す
る
と
、
そ
の
後
任
に
同
師
の
息
子
で
あ
る
フ
ァ
ズ
ル
ッ
・
ラ
フ
マ
ー
ン
師
（
室
p
已
o
コ
四
旬
o
合
p
〒
カ
o
ず
ヨ
①
o
）
が
選
ば

れ
た
が
、
J
U
I
に
政
治
的
役
割
は
期
待
さ
れ
な
か
っ
た
。

101
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四
　
デ
ー
オ
バ
ン
ド
派
と
タ
ー
リ
バ
ー
ン

ー
　
デ
ー
オ
バ
ン
ド
系
宗
教
政
党
（
J
U
I
）
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

　
パ

キ
ス
タ
ン
の
デ
ー
オ
バ
ン
ド
系
の
宗
教
政
党
、
イ
ス
ラ
ー
ム
・
ウ
ラ
マ
ー
協
会
（
J
U
I
）
の
歴
史
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
直
接

関
係
は
な
い
が
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
の
教
義
は
後
に
タ
ー
リ
バ
ー
ン
に
対
し
て
主
要
な
宗
教
的
、
思
想
的
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

パ
キ
ス
タ
ン
で
は
、
一
九
七
九
年
の
イ
ラ
ン
の
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
や
ソ
連
軍
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
に
よ
り
反
ソ
連
勢
力
（
ア
フ
ガ

ン

・
ゲ
リ
ラ
‖
ム
ジ
ャ
ー
ヒ
デ
イ
ー
ン
）
の
支
援
な
ど
の
経
験
か
ら
、
軍
内
部
に
イ
ス
ラ
ー
ム
聖
戦
を
礼
賛
し
熱
狂
的
に
支
持
す
る
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
お
ロ

が
急

増
し
た
。
と
り
わ
け
諜
報
機
関
で
あ
る
軍
統
合
情
報
局
（
I
S
↓
の
将
校
た
ち
に
そ
の
傾
向
が
強
か
っ
た
。

　
パ
キ
ス
タ
ン
に
と
っ
て
対
ソ
連
戦
争
で
反
ソ
連
勢
力
を
支
援
す
る
こ
と
は
、
西
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
安
定
を
確
保
し
て
東
の
イ
ン

ド
と
対
峙
す
る
と
い
う
地
政
学
的
な
意
味
に
お
い
て
も
極
め
て
重
要
で
あ
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
対
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン

政
策
は
、
実
質
的
に
は
軍
統
合
情
報
部
（
I
S
I
）
と
イ
ス
ラ
ー
ム
協
会
（
J
I
）
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
す
で
に
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
で
は
ソ
連
軍
侵
攻
に
対
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
防
衛
に
立
ち
上
が
っ
た
武
装
ゲ
リ
ラ
、
ム
ジ
ャ
ー
ヒ
デ
イ
ー
ン
が
活
動
を
展
開
し
て
い

た
。
パ
キ
ス
タ
ン
は
、
そ
の
ム
ジ
ャ
ー
ヒ
デ
ィ
ー
ン
組
織
の
中
の
ヘ
ク
マ
テ
イ
ア
ー
ル
派
に
援
助
を
与
え
る
と
い
う
形
で
対
ア
フ
ガ
ニ

ス

タ
ン
政
策
を
行
っ
て
い
た
が
、
J
U
I
に
は
対
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
策
に
お
い
て
何
ら
政
治
的
役
割
は
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

　
確
か
に
、
J
U
I
は
対
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
策
に
お
い
て
政
治
的
支
持
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
ズ
イ
ヤ
ー
・
ウ
ル
・
ハ
ッ
ク
軍
事

政

権
が
は
す
べ
て
の
宗
派
の
マ
ド
ラ
サ
に
対
し
て
補
助
金
を
公
布
し
た
お
陰
で
、
J
U
I
は
こ
の
期
間
に
北
西
辺
境
州
の
パ
シ
ュ
ト
ゥ

ー
ン
地
帯
と
バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー
ン
州
に
数
百
の
マ
ド
ラ
サ
を
設
立
し
、
パ
キ
ス
タ
ン
人
の
若
者
と
ア
フ
ガ
ン
難
民
に
、
無
料
の
教
育
、

食
糧
、
避
難
場
所
、
そ
し
て
軍
事
訓
練
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
マ
ド
ラ
サ
は
ソ
連
撤
退
後
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
担
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う
新
し
い
世
代
を
育
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
補
助
金
の
お
陰
で
、
パ
キ
ス
タ
ン
全
域
の
マ
ド
ラ
サ
の
数
は
、
一
九
七
九
年
に
一

七

四
五
校
（
学
生
数
一
〇
万
人
前
後
）
だ
っ
た
の
が
、
ズ
イ
ヤ
ー
時
代
最
後
の
一
九
八
八
年
の
終
わ
り
頃
に
は
二
八
九
一
校
、
一
九
九

五

年
に
は
三
九
〇
⊥
ハ
校
ま
で
に
急
増
し
、
未
登
録
マ
ド
ラ
サ
を
含
め
る
と
一
万
以
上
の
マ
ド
ラ
サ
が
存
在
す
る
結
果
と
な
り
、
こ
れ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ね
ザ

の

マ
ド
ラ
サ
で
五
〇
万
人
以
上
の
学
生
が
教
育
を
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
パ
キ
ス
タ
ン
の
公
教
育
シ
ス
テ
ム
は
実
質
的
に
機
能

し
て
い
な
い
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
マ
ド
ラ
サ
は
貧
し
い
家
庭
の
子
ど
も
に
と
っ
て
、
み
せ
か
け
だ
け
で
も
教
育
を
受
け
る
唯
一
の
場
と

な
っ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
J
U
I
の
マ
ド
ラ
サ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
田
舎
と
ア
フ
ガ
ン
難
民
キ
ャ
ン
プ
内
に
建
て
ら
れ
、
初
期
デ
ー
オ
バ
ン
ド
派
の
目

標
か

ら
は
か
け
離
れ
た
、
教
育
程
度
の
低
い
ム
ッ
ラ
ー
（
教
師
、
ウ
ラ
マ
ー
の
俗
称
）
た
ち
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
。
か
れ
ら
の

イ
ス
ラ
ー
ム
法
解
釈
は
、
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
人
の
間
で
「
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
ワ
ラ
イ
」
と
呼
ば
れ
る
部
族
の
掟
に
大
き
く
影
響
さ
れ
て

い

た
。
一
方
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
か
ら
豊
富
な
支
援
金
が
、
デ
ー
バ
ン
ド
系
マ
ド
ラ
サ
や
デ
ー
オ
バ
ン
ド
系
政
党
に
流
れ
る
つ
れ
、
次

第
に
ム
ジ
ャ
ー
ヒ
デ
イ
ー
ン
た
ち
に
対
し
て
ひ
ど
く
冷
笑
的
で
過
激
な
組
織
を
作
り
だ
し
て
い
っ
た
。
ム
ジ
ャ
ヒ
デ
イ
ー
ン
が
カ
ー
ブ

ル
を
占
拠
し
た
一
九
九
二
年
以
後
も
、
I
S
I
は
依
然
と
し
て
南
部
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
た
ち
へ
の
J
U
I
の
影
響
力
拡
大
を
無
視
し
続

け
て
い
た
。
第
一
次
ベ
ナ
ズ
イ
ー
ル
・
プ
ッ
ト
ー
政
権
（
一
九
八
八
～
九
〇
年
）
、
第
一
次
ナ
ワ
ー
ズ
・
シ
ャ
リ
ー
フ
政
権
（
一
九
九
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

～
九
三
年
）
に
お
い
て
、
J
U
I
は
政
治
的
に
孤
立
し
、
野
党
に
置
か
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　
一
九
九
三
年
の
総
選
挙
で
、
べ
ー
ナ
ズ
イ
ー
ル
・
プ
ッ
ト
ー
率
い
る
パ
キ
ス
タ
ン
人
民
党
（
P
P
P
）
が
勝
利
し
た
。
J
U
I
は
そ

の
選
挙
で

パ
キ
ス
タ
ン
人
民
党
に
協
力
し
連
立
与
党
に
加
わ
っ
た
。
こ
こ
で
初
め
て
、
J
U
I
は
軍
や
I
S
I
と
密
接
な
関
係
を
持
つ

こ
と
に
な
っ
た
。
プ
ッ
ト
ー
首
相
は
、
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
人
の
有
力
者
で
対
ソ
連
戦
争
時
代
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人
義
勇
兵
と
の
交
渉

役

と
な
っ
た
バ
ー
バ
ル
退
役
将
軍
を
内
務
大
臣
に
任
命
し
た
。
プ
ッ
ト
ー
政
府
は
新
た
な
対
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
策
と
通
商
路
開
拓
を

パ

キ
ス
タ
ン
に
も
た
ら
す
新
し
い
パ
シ
ユ
ト
ゥ
ー
ン
・
グ
ル
ー
プ
を
探
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
政
府
の
方
針
に
対
し
J
U
I
は
、
は
じ
103
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め
て
政
治
的
役
割
が
与
え
ら
れ
た
。
J
U
I
の
党
首
フ
ァ
ズ
ル
ッ
・
ラ
フ
マ
ー
ン
師
が
国
会
の
外
交
常
任
委
員
長
に
任
じ
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
め
ワ

め
て
外
交
政
策
に
影
響
力
を
行
使
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

は
じ

2
　
デ
ー
オ
バ
ン
ド
系
の
過
激
派
組
織
と
タ
ー
リ
バ
ー
ン

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
急
増
す
る
J
U
I
の
マ
ド
ラ
サ
は
、
ほ
と
ん
ど
が
田
舎
や
ア
フ
ガ
ン
難
民
キ
ャ
ン
プ
内
に
建
設
さ
れ
て
お

り
、
中
央
か
ら
指
導
さ
れ
る
態
勢
が
な
い
ば
か
り
か
、
高
名
な
学
識
あ
る
ム
ッ
ラ
ー
が
全
く
と
い
っ
て
存
在
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
教
育

程
度
の
低
い
ム
ッ
ラ
ー
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
場
合
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
J
U
I
の
マ
ド
ラ
サ
状
況
は
、
本
来
の
デ
ー
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ガ
ワ

バ
ン

ド
の
教
義
か
ら
逸
脱
者
を
作
り
出
し
、
J
U
I
の
主
流
か
ら
外
れ
る
過
激
派
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
。
な
か
で
も
マ
ウ

ラ
ー
ナ
・
サ
ミ
ウ
ル
・
ハ
ッ
ク
（
ζ
o
巨
倒
コ
倒
ω
o
∋
＝
⊆
＝
o
O
ρ
）
の
運
営
す
る
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
ハ
ッ
カ
ニ
ア
学
院
（
O
o
「
巴
－
，
⊆
⊂
∋

エ
p
ρ
ρ
コ
芝
o
ロ
）
は
、
タ
ー
リ
バ
ー
ン
指
導
者
の
主
要
な
訓
練
場
と
し
て
有
名
に
な
っ
た
。
一
九
九
九
年
の
段
階
で
、
カ
ブ
ー
ル
の
タ
ー

リ
バ
ー
ン
政
権
の
閣
僚
の
う
ち
少
な
く
と
も
八
人
が
、
州
知
事
、
軍
司
令
官
、
判
事
、
官
僚
な
ど
数
十
人
が
こ
の
マ
ド
ラ
サ
で
学
ん
だ

　
　
　
　
み
　
ザ

と
い
わ
れ
る
。

　
他
の

J
U
I
の
分
派
で
過
激
な
マ
ド
ラ
サ
と
し
て
有
名
な
の
が
、
カ
ラ
チ
郊
外
ビ
ヌ
ー
リ
ー
に
あ
る
マ
ド
ラ
サ
で
あ
る
。
こ
の
マ
ド

ラ
サ
は
、
モ
ー
ラ
ビ
・
モ
ハ
メ
ド
・
ビ
ヌ
ー
リ
ー
が
設
立
し
、
当
時
数
百
人
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人
を
含
む
八
千
人
の
学
生
が
学
ん
で

い

た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
マ
ド
ラ
サ
か
ら
タ
ー
リ
バ
ー
ン
政
権
の
閣
僚
数
人
が
輩
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
八
〇
年
代
に
オ
サ

マ

・
ビ
ン
・
ラ
ー
デ
イ
ン
と
タ
ー
リ
バ
ー
ン
の
最
高
指
導
者
ム
ハ
ン
マ
ド
・
オ
マ
ル
師
は
、
こ
の
ビ
ヌ
ー
リ
ー
・
マ
ド
ラ
サ
内
の
モ
ス

ク
で
出
会
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
J
U
I
分
派
の
中
で
、
も
う
一
つ
の
過
激
な
組
織
が
ス
イ
パ
ー
へ
・
サ
ハ
ー
ブ
党
ω
号
0
7
Φ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
ワ

ひ
0
50
σo

勺
o
亘
切
声
コ
（
S
S
P
）
で
あ
る
。
こ
の
組
織
は
、
ス
ン
ナ
派
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
に
お
い
て
シ
ー
ア
派
は
す
べ
て
排
除
せ
よ
と

主
張

す
る
最
も
過
激
で
暴
力
的
な
反
シ
ー
ア
派
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。
プ
ッ
ト
ー
政
府
は
当
初
、
こ
う
し
た
過
激
な
分
派
組
織
に
対
し
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て

活
動
を
禁
止
し
た
り
弾
圧
し
た
り
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
S
S
P
と
戦
闘
的
な
シ
ー
ア
派
組
織
、
ジ
ャ
ウ
フ
ァ
リ
ー
法

学
施
行
運
動
（
T
N
F
J
）
と
の
間
で
争
い
が
激
化
し
、
国
家
の
安
定
が
脅
か
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
一
九
九
五
年
、
政
府
は
一
転

し
て
両
組
織
に
対
す
る
取
締
り
を
強
化
し
は
じ
め
た
。
一
九
九
八
年
、
S
S
P
が
数
百
人
の
シ
ー
ア
派
を
虐
殺
す
る
と
、
政
府
は
本
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ワ

的
に
S
S
P
の
弾
圧
に
乗
り
出
し
た
。
S
S
P
の
メ
ン
バ
ー
と
そ
の
支
持
者
は
、
カ
ブ
ー
ル
へ
逃
れ
、
タ
ー
リ
バ
ー
ン
と
ビ
ン
・
ラ
ー

デ

ィ
ー
ン
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
ホ
ス
ト
訓
練
キ
ャ
ン
プ
で
訓
練
を
受
け
た
後
、
タ
ー
リ
バ
ー
ン
と
と
も
に
戦
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。

　

し
た
が
っ
て
タ
ー
リ
バ
ー
ン
は
J
U
I
分
派
の
一
部
過
激
な
マ
ド
ラ
サ
や
組
織
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

ま
た
両
者
は
、
シ
ー
ア
派
と
イ
ラ
ン
に
対
し
て
激
し
い
敵
意
を
抱
い
て
い
た
と
い
う
点
に
お
い
て
互
い
に
結
び
つ
き
や
す
か
っ
た
と
も

い

え
る
。
し
か
し
、
国
境
の
両
側
の
デ
ー
オ
バ
ン
ド
系
マ
ド
ラ
サ
の
指
導
者
で
あ
る
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
人
は
、
武
勇
や
客
人
歓
待
の
重

視
、
女
性
の
隔
離
、
「
ジ
ル
ガ
」
（
合
議
制
）
な
ど
の
独
自
の
慣
習
（
「
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
・
ワ
ラ
イ
」
）
を
持
っ
て
い
た
た
め
に
、
そ
れ

が
デ
ー
オ
バ
ン
ド
派
の
改
革
思
想
を
極
端
な
形
に
変
え
、
タ
ー
リ
バ
ー
ン
独
自
の
ス
タ
イ
ル
を
生
み
出
し
た
と
い
え
る
。
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五

　
お
わ
り
に

　
デ
ー
オ
バ
ン
ド
学
院
は
、
コ
ー
ラ
ン
や
ハ
デ
イ
ー
ス
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
、
ハ
デ
イ
ー
ス
学
、
コ
ー
ラ
ン
注
釈
学
、
ハ
ナ
フ
ィ
ー

派

の

イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
理
論
、
フ
ァ
ラ
ー
イ
ズ
（
宗
教
的
義
務
）
な
ど
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
伝
統
的
（
古
典
的
）
学
問

に

重
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
近
代
的
（
合
理
的
）
学
問
は
退
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
決
し
て
「
現
実
世
界
」
（
イ
ギ
リ
ス
支

配
）
の
否
定
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
古
典
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
学
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
」
に
「
現
実
世
界
」

を
調
和
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
派
の
改
革
運
動
は
、
イ
ン
ド
大
反
乱
（
一
八
五
七
年
）
後
　
　
鵡
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の

イ
ギ
リ
ス
（
非
ム
ス
リ
ム
）
の
支
配
と
い
う
現
実
の
中
で
、
失
っ
た
ム
ス
リ
ム
の
権
威
と
地
位
を
復
興
し
よ
う
と
す
る
宗
教
・
社
会

改
革
運
動
で
あ
り
、
決
し
て
反
動
的
な
政
治
運
動
で
は
な
か
っ
た
。

　
デ

ー
オ
バ
ン
ド
学
院
に
は
、
こ
れ
ま
で
も
神
学
院
（
マ
ド
ラ
サ
）
に
は
な
か
っ
た
様
々
な
特
徴
を
備
え
て
い
る
が
、
な
か
で
も
重
要

な
の
は
「
教
学
」
と
「
教
令
発
行
」
の
二
つ
で
あ
ろ
う
。
「
教
学
」
ー
デ
ー
オ
バ
ン
ド
学
院
の
神
学
教
育
に
は
古
典
的
学
問
に
重
点
が

置
か
れ
、
そ
の
指
導
に
は
経
験
と
学
識
に
優
れ
た
「
サ
ド
ル
・
ム
ダ
ッ
リ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
主
任
教
師
が
、
運
営
に
は
「
サ
ル
パ
ラ
ス

ト
」
と
呼
ば
れ
る
学
院
長
と
「
モ
ホ
タ
ミ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
事
務
管
理
の
責
任
者
が
あ
た
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
学
院
の
教
育
・
運
営

に

関
し
て
「
シ
ュ
ー
ラ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
最
高
評
議
会
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
「
教
令
発
行
」
ー
デ
ー
オ
バ
ン
ド
学
院
に
は
独
立
し
た

教
令
部
「
ダ
ー
ル
ル
・
イ
フ
タ
ー
O
倒
2
．
＝
コ
劃
」
（
一
八
九
三
年
）
が
設
置
さ
れ
、
権
威
あ
る
ム
フ
テ
イ
ー
（
教
令
発
行
者
）
が
存
在
し

て

い

た
。
イ
ギ
リ
ス
の
支
配
下
に
あ
る
以
上
、
ム
ス
リ
ム
の
様
々
な
領
域
に
わ
た
る
問
題
に
法
的
な
決
定
を
下
す
の
は
、
シ
ャ
リ
ー
ア

法
廷
で

は
な
く
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
派
の
ム
フ
テ
イ
ー
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
デ
ー
オ
バ
ン
ド
学
院
創
立
か
ら
の
百
年
間
に
二
六
九
、
二

一
五

の

フ
ァ
ト
ワ
ー
庁
↓
≦
酬
（
「
教
令
」
）
文
書
が
発
行
さ
れ
て
い
た
。

　
パ

キ
ス
タ
ン
独
立
後
も
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
派
の
流
れ
は
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
系
マ
ド
ラ
サ
を
通
し
て
パ
キ
ス
タ
ン
に
広
が
っ
た
。
デ
ー

オ
バ
ン
ド
系
マ
ド
ラ
サ
は
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
学
院
の
教
育
シ
ス
テ
ム
の
多
く
を
採
用
し
て
お
り
、
寄
宿
生
活
で
授
業
料
・
教
材
費
が
ほ

と
ん
ど
無
料
で
あ
っ
た
た
め
に
、
地
方
の
貧
し
い
層
の
若
者
を
ひ
き
つ
け
て
い
た
。
そ
の
後
、
パ
キ
ス
タ
ン
で
デ
ー
オ
バ
ン
ド
系
を
含

む
多
く
の
マ
ド
ラ
サ
が
飛
躍
的
に
そ
の
数
を
増
や
し
た
の
は
、
次
の
二
つ
要
因
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
一
つ
は
、
一
九
七

七

年
の
ズ
ィ
ヤ
ー
・
ウ
ル
・
ハ
ッ
ク
政
権
に
よ
る
マ
ド
ラ
サ
へ
の
補
助
金
の
公
布
（
イ
ス
ラ
ー
ム
化
政
策
の
一
環
）
で
あ
る
。
も
う
一

つ
は
、
一
九
七
九
年
に
ソ
連
軍
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
侵
攻
し
た
際
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
な
ど
の
中
東
諸
国
が
ソ
連
軍
と
戦
う
ア
フ
ガ

ン
・
ゲ
リ
ラ
勢
力
や
ア
フ
ガ
ン
難
民
に
対
し
て
大
量
の
支
援
金
を
送
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
系
マ
ド
ラ
サ
は
、

ア
フ

ガ

ニ
ス

タ
ン
と
の
国
境
周
辺
、
北
西
辺
境
州
と
バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー
ン
州
で
飛
躍
的
に
そ
の
数
を
増
や
し
て
い
た
。
一
九
七
六
年
に
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は
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
系
マ
ド
ラ
サ
の
半
数
以
上
が
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
州
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
き
わ
め
て
大
き
な
変
化
で

あ
る
と
い
え
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ア
フ
ガ
ン
国
境
に
位
置
す
る
北
西
辺
境
州
や
バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー
ン
州
に
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
系
マ
ド
ラ
サ
が
急
増
し
た
の

は
、
ア
フ
ガ
ン
・
ゲ
リ
ラ
や
ア
フ
ガ
ン
難
民
に
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
な
ど
の
中
東
諸
国
か
ら
大
量
の
支
援
金
が
送
ら
れ
た
と
い
う
理
由
か

ら
だ
け
で
は
な
い
。
独
立
後
は
じ
め
て
行
わ
れ
た
一
九
七
〇
年
の
総
選
挙
で
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
系
政
治
団
体
で
あ
る
J
U
I
は
北
西
辺

境
州

と
バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー
ン
州
に
お
い
て
六
議
席
と
一
議
席
を
そ
れ
ぞ
れ
の
州
か
ら
獲
得
し
た
。
そ
の
後
も
、
北
西
辺
境
州
と
バ
ロ
ー

チ

ス

タ
ー
ン
州
は
J
U
I
の
強
力
な
支
持
基
盤
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
系
マ
ド
ラ
サ
が
北
西
辺
境
州
と
バ
ロ
ー
チ
ス
タ

ー
ン
州
に
急
増
す
る
理
由
は
、
そ
の
二
つ
州
が
J
U
I
の
支
持
基
盤
で
あ
っ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　
デ

ー
オ
バ
ン
ド
系
マ
ド
ラ
サ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
国
境
周
辺
の
田
舎
や
ア
フ
ガ
ン
難
民
キ
ャ
ン
プ
内
に
建
設
さ
れ
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
派

の

教
義
か
ら
か
け
離
れ
た
、
教
育
程
度
の
低
い
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
人
の
ム
ッ
ラ
ー
た
ち
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
。
彼
ら
の
イ
ス
ラ

ー
ム
法
解
釈
や
イ
ス
ラ
ー
ム
の
慣
行
は
、
自
分
た
ち
の
部
族
の
慣
習
（
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
ワ
ラ
イ
）
に
大
き
く
影
響
さ
れ
て
い
た
。

　
対
ア
フ

ガ

ニ
ス

タ
ン
政
策
に
お
い
て
J
U
I
の
政
治
的
役
割
が
増
す
状
況
の
中
で
、
急
速
に
デ
ー
オ
バ
ン
ド
派
の
教
義
か
ら
外
れ
た

過

激
な
J
U
I
の
分
派
が
生
ま
れ
は
じ
め
た
。
ハ
ッ
カ
ニ
ア
学
院
、
ビ
ヌ
ー
リ
ー
°
マ
ド
ラ
サ
、
ス
イ
パ
ー
へ
・
サ
ハ
ー
ブ
党
（
S
S

P
）
は
そ
の
代
表
的
な
分
派
組
織
で
あ
る
。
タ
ー
リ
バ
ー
ン
は
デ
ー
オ
バ
ン
ド
派
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
と
い
わ
れ
る
が
、
実
際

は
こ
う
し
た
過
激
な
分
派
組
織
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
確
か
に
デ
ー
オ
バ
ン
ド
派
は
女
性
の
役

割
に
は
規
制
的
で
シ
ー
ア
派
は
拒
否
し
て
い
た
が
、
タ
ー
リ
バ
ー
ン
の
法
制
度
を
無
視
し
た
石
投
げ
刑
や
手
足
切
断
な
ど
の
イ
ス
ラ
ー

ム

刑
罰
の
実
施
、
シ
ー
ア
派
の
殺
裁
、
女
性
へ
の
ブ
ル
カ
着
用
の
強
制
な
ど
の
極
端
な
教
義
は
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
派
で
は
決
し
て
認
め

ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
過
激
な
マ
ド
ラ
サ
で
の
教
育
、
独
自
の
慣
習
（
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
ワ
ラ
イ
）
へ
の
固
執
、
そ
し
て
デ

ー
オ
バ
ン
ド
派
の
古
典
的
学
問
の
貧
弱
な
知
識
、
現
実
世
界
（
近
代
主
義
）
の
否
定
が
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
派
の
教
義
を
極
端
に
歪
め
、
　
…
…
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ム

ス

リ
ム
間
で
の
議
論
の
余
地
さ
え
与
え
な
い
反
啓
蒙
主
義
を
生
み
出
し
、

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
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N
忌
o
≡
（
（
①
e
礼
ぱ
ざ
切
〔
§
b
×
δ
a
⊂
三
く
Φ
旦
ξ
写
Φ
g
。
ω
ふ
O
O
一
も
P
ト
o
Φ
ω
ふ
o
◎
①
゜

（
3
0
）
加
賀
谷
寛
、
前
掲
書
、
一
七
八
～
一
八
六
頁
。

＊

こ
の
論
文
は
、
平
成
十
二
年
度
の
北
陸
大
学
特
別
研
究
助
成
金
を
得
た
成
果
で
あ
り
、
こ
こ
に
改
め
て
北
陸
大
学
に
謝
意
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
う
。
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